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正答 ➃ 
 
この問題は常⽇頃より熱伝導を取り扱っている⼈にはそんなに難しい問題ではありません。
そうでない⼈にとっては、➃だけ⽂章がやたら⻑くて、さて何を⾔っているのか⼾惑うかも
しれません。 
 
時間に関する２階微分を含む式の代表例がバネの振動です。次ページに Web より引⽤しま
した。 
 
この問題は、⾼校までに習った物理で、①~③、⑤は間違いであることが分かり、消去でき
ます。従って、消去法で➃が残ることになりますので、今回難問に取り上げはしましたが、
多くの⽅が正解に⾄るのではないでしょうか。 
 
熱伝導。下の解答にも⽰しましたが、 
➃ 熱伝導は⾼温側より低温側への温度勾配により熱が伝わる。単位時間当たりの熱の移
動量を式で書けば、Ｑ＝ＡＵΔＴで、Ｑは単位時間あたりに移動する熱量、Ａは伝熱⾯積、
Ｕは熱伝導率、ΔＴは温度勾配で（Ｔ１−Ｔ２）／Ｌ、ここにＴ１とＴ２は⾼温側と低温側
の温度、Ｌは熱が伝わる距離です。この式に時間は出てきません。 
 
ということです。 



 

 
http://atom.c.u-tokyo.ac.jp/torii/lectures/MC/h25_MC_96-112.pdf 

 
 
 
① 形状によって変わってくる。 
② 管端が開いているか閉じているかで、気柱の振動数に変化が⽣じる。 
③ 固有振動数ω＝√（g/L)であるので、重りの質量には関係ない。 
➃ 熱伝導は⾼温側より低温側への温度勾配により熱が伝わる。単位時間当たりの熱の移
動量を式で書けば、Ｑ＝ＡＵΔＴで、Ｑは単位時間あたりに移動する熱量、Ａは伝熱⾯積、
Ｕは熱伝導率、ΔＴは温度勾配で（Ｔ１−Ｔ２）／Ｌ、ここにＴ１とＴ２は⾼温側と低温側
の温度、Ｌは熱が伝わる距離です。この式に時間は出てきません。 
⑤ １次元の弦の振動でも、基本振動以外に２倍振動や３倍振動があるように、平板におい
ても種々の振動パターンがある。 


